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2015年 褥瘡チーム業務活動報告
表１ 褥瘡新聞
号 発行日 新聞タイトル 作成者
46号 2015/1/30 栄養とスクリーニングについて 栄養科：堺
47号 2015/3/27 背抜き PT：谷口
48号 2015/4/20 座りきり褥瘡の予防 WOCN：太田
49号 2015/5/20 褥瘡とコミュケーション WOCN：太田
50号 2015/6/20 褥瘡のプロファイリング WOCN：太田
51号 2015/7/28 経管栄養投与と排便コントロール 栄養科：林
52号 2015/8/28 褥瘡発生?プロスタンディン？ワセリン？ 薬剤師：吉嶋













日 時 タイトル 講 師 参加人数















































日 時 タイトル 講 師 研修依頼先
2015/1/16 効果的な軟膏と貼付剤の使用方法 WOCN：太田 洞爺協会病院
2015/1/16・19「特別講演」ポジショニング WOCN：太田 市立室蘭看護専門学院
2015/10/20 スキンケア WOCN：太田 皆川病院
図２ 褥瘡有病率
図１ 褥瘡発生数
図３ 褥瘡推定発生率
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さらに当院では、2011年より褥瘡ハイリスク患者ケア
加算（図４）の算定を行っている。算定には条件があり、
各病棟スタッフによる褥瘡予防のためのリスク評価、評
価に伴った体圧分散寝具の選択の協力のもと、条件に該
当する患者の算定し、チーム医療としての介入を行って
いる。しかし、入院患者数、入院患者層、該当する手術
件数により変動がみられる状況である。
褥瘡チームは、形成外科常勤医不在に伴い2016年３月
より専任医師は外科医となり新体制として活動していく
ところである。今後も個々の患者にあった褥瘡予防・褥
瘡ケアの継続となるように、発足時の目標達成を目指し
た活動を行っていく。
図４ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算
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